基準適合調査票－地区基準－都市景観形成地区－川合・山之口地区


③景観計画区域における地区ごとの届出対象行為の制限に関する事項（都市景観形成地区－川合・山之口地区）

※地区区分に レ をつけて下さい。（□商業集積地区①　□商業集積地区②　□沿道施設地区①　□沿道施設地区②　□住宅地区①　□住宅地区②　）

	対象項目
	制限事項
	配慮した事項
	助言・指導（記入しないで下さい）
	協議結果（記入しないで下さい）

	建築物等の敷地面積の最低限度、壁面の位置、垣又は柵の構造
	１　北部大阪都市計画川合・山之口地区地区計画に準ずる。
	
	
	

	建築物の高さ
	１　北部大阪都市計画高度地区及び北部大阪都市計画川合・山之口地区地区計画に準ずる。
	
	
	

	敷地内緑化
	１　全地区共通

①周辺環境との調和に向けて、敷地内の積極的な緑化に努める。特に、道路に面した敷地部分は緑化に努め、連続性がある緑地を確保する。

②図３－２１に示した部分は、みどりの空間を確保し、土地利用に応じて、緩衝緑地や人が集い憩うことができる場として整備し、周辺環境に十分配慮する。ただし、人や車両の出入りに用いる通路部分等、連続した空間の確保が困難な場合は、上記によらず、別途効果的な位置、形態で確保するよう努める。
	
	
	

	
	２　商業集積地区①、② 沿道施設地区①、②

①北部大阪都市計画川合・山之口地区地区計画に基づき道路境界線より後退した範囲内は植栽空間とし、緑豊かなまちなみを形成する。ただし、人や車両の出入りに用いる通路部分等においては、上記によらず、別途効果的な位置、形態で植栽を確保するよう努める。

②緑豊かなまちなみ景観を先導するために、敷地面積の15％以上の緑地を確保する。


	
	
	

	垣又は柵のしつらえ
	１　商業集積地区①、②　沿道施設地区①、②

①道路側に垣又は柵を設ける場合は、可能な限り道路から後退した位置に設置するとともに、必要最小限の高さかつできる限り見通しのきくものとし、植栽を併用するなど、周辺景観に十分配慮する。
	
	
	

	
	２　住宅地区①、②

①道路側に設置する垣又は柵については、見通しのきくものとし、１．５ｍ以下の高さとする。
	
	
	

	屋上施設
	１　商業集積地区①、②　沿道施設地区①、②

①屋上施設を設置する場合は、周辺の環境に調和するようルーバーを設けるなど修景に配慮する。

②地区を縦断する大阪モノレールや茨木箕面丘陵線からの見え方に十分配慮する。
	
	
	

	
	２　住宅地区①、②

①建築物の屋根は、周辺景観と調和するよう配慮する。


	
	
	

	外観の意匠・色彩
	１　商業集積地区①、②　沿道施設地区①、②

①周辺景観との調和を図るために、棟配置については可能な限り分節化するな

ど、周辺との環境になじむよう最大限配慮する。
②高さ１６ｍを超える建築物の４階を超える部位（以下「中高層部」という）の壁面が
長大とならないよう、中高層部の長辺は概ね５０メートルを超えないものとし、建
物配置をずらしたり、中高層部にスリットを入れる、色彩に変化をつけるなどし
て、分節化する。
	
	
	

	外観の意匠・色彩
	③有彩色は、原則としてベースカラー及びサブカラーともに、マンセル値による明

度が６以上８以下の色彩とする。

④建築物の外壁及び工作物の表面の基調色（ベースカラー、サブカラー）として無彩色を使用する場合、明度は４以上８以下とする。

⑤建築物の外壁のベースカラーは、周辺景観に調和するよう、彩度の低い色（落ち

着いた色）を基調とし、建築物の外壁の上層部に強調色（アクセントカラー）を用

いず、効果的に配色し、分節化や圧迫感の軽減に努める。

⑥道路に面した敷地部分に擁壁を設ける場合は、単調とならないように擁壁面の

仕上げに配慮する。

⑦付帯施設に関しては、通りからの見え方及び建物や周辺との調和に留意する。

⑧市街地の広い範囲から眺望可能な立地にあることを意識し、遠景としての見え

方に十分配慮した意匠・色彩を施し、周辺景観から浮き上がらないようにする。
	
	
	

	
	２　住宅地区①、②

①屋根及び壁については、彩度の低い色（落ち着いた色）を基調とし、周辺との調

和に配慮する。

②道路に面した敷地部分に擁壁を設ける場合は、単調とならないように擁壁面の

仕上げに配慮する。

③付帯施設に関しては、通りからの見え方及び建物や周辺との調和に留意する。


	
	
	

	工作物
	１　商業集積地区①、②　沿道施設地区①、②

①ストリートファニチャーや、彫刻、モニュメント、ベンチ、テーブル、屋外灯、装飾などを設置する場合は、周辺のまちなみに調和する上質なものとする。

	
	
	

	その他
	１　沿道施設地区②

①農地が集まる区域では、先行して農地以外の土地利用を行う際には、周辺に残る農地に十分に配慮する。
	
	
	


２．都市景観形成地区基準（条例第33条関係）への適合について（都市景観形成地区－川合・山之口地区）

	対象項目
	制限事項
	配慮した事項
	助言・指導（記入しないで下さい）
	協議結果（記入しないで下さい）

	建築物等の用途に関する事項
	１　北部大阪都市計画川合・山之口地区地区計画に準ずる。
	
	
	

	広告物の表示等に関する事項
	１　商業集積地区①、②

①敷地内の広告物又は看板は、周辺の環境と調和するように自己用のみとする。

②周辺景観へ配慮し、建築物の上層部への広告物の設置は避け、併設される店舗等必要な部分のみに設置する。
	
	
	

	
	２　沿道施設地区①、②

敷地内の広告物又は看板は、周辺の環境と調和するように自己用のみとする。
	
	
	

	
	３　住宅地区①、②

屋外広告物は、原則として掲出しない。
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